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この望月小学校は、たしかに「『豊かさ』がいっぱいあるなあ。」と思いま

した。特に身近に感じる「豊かさ」は、「企画や呼びかけを考える豊かさ」

かな、と思います。 

高学年になればなって行くほど、先生の力を借りず、自分たちで物事を進

める事が増えていきます。クラスの係や当番から、委員会活動やクラブ活動

まで、児童だけですべてやる様になる 6年生だからこそ、そう感じます。 

 7月 27日（水）、1学期終業式を行いました。 

 校長講話では、1学期を振り返って「豊かさを感じたこと」をテーマに伝えました。 

 時間が15分と限られていますので、伝える内容を絞るのに苦心しましたが、子ど

もたちが自分の頑張りや友だちの頑張り・思いやりなどを感じ、豊かな気持ちになっ

てほしいと願いました。 

 講話の一部と感想を紹介します。 
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一学期、76日間で特に学び合う豊かさと、進んで行動の豊かさを 1番感

じる一学期でした。 

学び合いは、授業の中で話し合いの時間がありました。そのときに意見交

換で「私はこう思います。」「自分はこういう意見です。」という話し合い

で、自分の意見を見直してみたりして学び合いの豊かさが多い一学期だと思

いました。   

進んで行動の豊かさは、進んで手を挙げる、進んで何かをやる等ができた

からです。 

 

一学期 豊かさテーマに 振り返り 

 よさ認め合う 望月の子ら  

YIさん 


